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2020 年において現時点の 10 倍、









に よ っ て 策 定 さ れ た。 さ ら に
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2   色素増感太陽電池の現状
図表 1　太陽電池材料の種類と特徴（2009 年 5 月時点の単接合セルにおける比較）
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れる。この時点で 3I─ はヨウ素 
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図表 4　色素増感太陽電池の変換効率の推移および今後の研究開発目標














































2008 年以降に 8% を超える値が報
告されるようになり、NEDO によ

































































5 に示す。この結果は Thomson 
Reuters 社 ISI の デ ー タ ベ ー ス
Web of Knowledge を用いて検索し
たものであり、検索に用いたキー
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࿖࡮࿾ၞ ೙ޓᐲ ᦼޓ㑆ᣣޓᧄ 2006㨪 2009ᐕ
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